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は
じ
め
に

徒
然
草
は
、
室
町
時
代
の
正
徹
を
最
初
の
明
確
な
読
者
と
し
て
文
学
史
に
登
場
し
て
以
来
、

幅
広
い
多
数
の
読
者
を
獲
得
し
て
き
た
。
と
り
わ
け
近
世
に
入
る
と
、
親
し
み
や
す
く
、
教
訓

的
な
古
典
と
し
て
大
い
に
人
気
を
博
し
た
。
徒
然
草
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
読
ま
れ
、
研
究
さ

れ
、
新
た
な
作
品
創
造
の
源
泉
と
な
っ
て
享
受
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
諸
相
に
つ
い
て
は
、（
１
）

文
学
的
享
受
（
２
）
知
識
的
享
受
（
３
）
教
訓
的
享
受
（
４
）
研
究
的
享
受
（
５
）
創
作

的
享
受
の
五
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
類
し
て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る

（
１
）

。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
五
つ

以
外
に
、
徒
然
草
の
絵
画
化
も
享
受
の
パ
タ
ー
ン
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
実
際
に
絵
画
化
さ
れ

た
作
品
も
多
い
。
本
稿
の
考
察
を
通
し
て
、「
絵
画
的
享
受
」
を
新
た
に
六
つ
目
の
徒
然
草
享

受
の
形
態
と
し
て
、
付
け
加
え
た
い
と
思
う
。

本
稿
で
は
、
第
一
に
、
絵
画
化
さ
れ
た
徒
然
草
に
は
ど
の
よ
う
な
作
品
が
あ
る
の
か
を
概
観

し
、
第
二
に
、
徒
然
草
の
絵
画
化
に
あ
た
っ
て
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
が
大
き
な
影
響
を
与

え
た
こ
と
に
触
れ
、
そ
の
挿
絵
を
も
と
に
し
た
作
品
の
具
体
例
を
挙
げ
る
。
最
後
に
、
徒
然
草

第
百
三
十
七
段
を
詳
し
く
描
い
た
絵
巻
で
あ
る
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
つ
れ
づ
れ
草
四

季
画
絵
巻
』
を
取
り
上
げ
、
徒
然
草
が
ど
の
よ
う
に
絵
画
化
さ
れ
た
か
、
具
体
的
に
考
察
す

る
。一

口
に
徒
然
草
の
絵
画
化
と
言
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
絵
巻
・
屏
風
・
画
帖
・
挿
絵
本
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
関
し
て
は
、
す
で
に
日
本
美
術
の
分
野
か
ら
の

研
究
が
い
く
つ
か
行
わ
れ
て
い
る
が

（
２
）

、
文
学
作
品
と
し
て
の
徒
然
草
研
究
の
立
場
か
ら
、
描
か

れ
た
場
面
が
徒
然
草
本
文
と
ど
の
よ
う
に
関
連
し
、
あ
る
い
は
本
文
か
ら
離
れ
て
い
る
の
か
、

さ
ら
に
は
絵
画
化
さ
れ
た
徒
然
草
か
ら
翻
っ
て
、
作
品
研
究
に
ど
の
よ
う
な
新
視
点
を
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
の
か
な
ど
を
考
察
し
た
い
。

絵
師
た
ち
が
徒
然
草
を
描
く
時
に
、
ど
の
徒
然
草
注
釈
書
に
よ
っ
て
絵
画
化
し
た
の
か
、
本

文
の
ど
の
部
分
を
絵
画
化
し
た
の
か
、
本
文
に
な
い
も
の
を
ど
の
よ
う
に
描
き
加
え
て
い
る
か

な
ど
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
視
点
か
ら
徒
然
草
を
研
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
が
、
文
学
作
品
と
し
て
の
徒
然
草
の
本
質
を
照
ら
し
出
す
一

助
と
も
な
ろ
う
。

す
で
に
『
源
氏
物
語
』
や
『
伊
勢
物
語
』
の
世
界
で
は
、「
源
氏
絵
」（「
源
氏
物
語
絵
」）

あ
る
い
は
「
伊
勢
絵
」（「
伊
勢
物
語
絵
」）
と
い
う
呼
称
が
一
般
化
し
て
い
る
の
に
鑑
み
て
、

本
稿
に
お
い
て
、
絵
画
化
さ
れ
た
徒
然
草
を
、「
徒
然
絵
」（「
徒
然
草
絵
」）
と
総
称
し
た
い
。

一
「
徒
然
絵
」
の
分
類
と
主
な
作
品

「
徒
然
絵
」
の
全
貌
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
視
点
を
設
定
し
、
ど
の
よ
う
な

描
か
れ
た
徒
然
草
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徒
然
草
は
、
近
世
に
入
っ
て
か
ら
多
数
の
注
釈
書
が
書
か
れ
、
挿
絵
付
き
の
本
文
も
出
版
さ
れ
た
。

さ
ら
に
は
徒
然
草
を
描
い
た
絵
巻
・
屏
風
・
画
帖
な
ど
も
制
作
さ
れ
、
数
多
く
の
絵
画
作
品
が
残
さ
れ

て
い
る
。

本
稿
で
は
徒
然
草
が
、
文
学
作
品
と
し
て
文
字
を
通
し
て
親
し
ま
れ
た
だ
け
で
な
く
、
絵
画
に
描
か

れ
た
こ
と
に
注
目
し
て
、
以
下
の
三
つ
の
観
点
か
ら
考
察
し
た
。

第
一
に
、
描
か
れ
た
徒
然
草
を
、「
徒
然
絵
」（「
徒
然
草
絵
」）
と
総
称
し
て
、
作
品
の
形
態
や
画
家

の
流
派
、
作
品
相
互
の
影
響
関
係
な
ど
を
概
観
す
る
。
第
二
に
、
徒
然
草
の
注
釈
書
『
な
ぐ
さ
み
草
』

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
挿
絵
が
、「
徒
然
絵
」
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
、
具
体
例
を
挙
げ
な
が

ら
確
認
す
る
。
第
三
に
、
徒
然
草
の
一
つ
の
段
の
み
を
描
い
た
絵
巻
と
し
て
『
つ
れ
づ
れ
草
四
季
画
絵

巻
』（
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）
を
取
り
上
げ
、
本
文
の
内
容
が
ど
の
よ
う
に
絵
画
化
さ
れ
た
か
を

詳
し
く
考
察
す
る
。

以
上
の
考
察
を
通
し
て
、「
描
か
れ
た
徒
然
草
」
の
多
様
な
世
界
を
視
野
に
収
め
る
こ
と
が
、
文
学

作
品
と
し
て
の
徒
然
草
の
解
釈
に
新
し
い
光
を
投
げ
か
け
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
、明
ら
か
に
し
た
い
。
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点
に
着
目
し
た
ら
よ
い
か
、
以
下
に
い
く
つ
か
の
観
点
を
挙
げ
て
み
た
い
。
ま
ず
作
品
の
形
態

に
着
目
し
て
大
ま
か
に
分
類
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

﹇
Ａ
﹈
形
態
別

（
１
）
絵
巻
　
／
（
２
）
屏
風
　
／
（
３
）
画
帖
・
色
紙
　
／
（
４
）
挿
絵
本
・
絵
本

こ
の
中
で
挿
絵
本
は
、
奈
良
絵
本
の
よ
う
な
手
書
き
彩
色
本
か
ら
版
本
の
徒
然
草
に
付
さ
れ

た
挿
絵
に
い
た
る
ま
で
、
非
常
に
多
数
の
作
品
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
版
本
徒
然
草
の
挿
絵
に

関
し
て
は
未
だ
十
分
に
調
査
し
て
い
な
い
の
で
今
後
の
研
究
課
題
と
し
、
主
と
し
て
絵
巻
や
屏

風
な
ど
美
術
作
品
に
描
か
れ
た
「
徒
然
絵
」
を
中
心
に
考
察
す
る
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う

に
徒
然
草
注
釈
書
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
や
、
他
の
徒
然
草
注
釈
書
に
記
載
さ
れ
た
小
さ
な

「
カ
ッ
ト
」
的
な
絵
に
つ
い
て
も
適
宜
、
触
れ
た
い
。

次
に
、
作
品
を
描
い
た
画
家
の
流
派
に
着
目
し
て
分
類
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

﹇
Ｂ
﹈
画
家
の
流
派

（
１
）
狩
野
派
　
／
（
２
）
土
佐
派
　
／
（
３
）
住
吉
派
　
／
（
４
）
そ
の
他

近
世
に
い
た
る
ま
で
、
日
本
の
絵
画
に
お
い
て
は
、
前
代
の
作
品
を
忠
実
に
模
写
し
た
り
、

ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
の
で
、
流
派
に
着
目
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま

な
作
品
間
の
関
連
性
が
明
確
に
な
る
。
特
に
狩
野
派
・
土
佐
派
・
住
吉
派
に
よ
る
「
徒
然
絵
」

は
何
種
類
も
描
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
相
互
関
係
の
考
察
は
重
要
で
あ
る
。

以
上
の
﹇
Ａ
﹈﹇
Ｂ
﹈
の
観
点
の
他
に
も
着
眼
点
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
考
え
ら
れ

る
。﹇

Ｃ
﹈
彩
色
の
有
無

（
１
）
彩
色
画
　
／
（
２
）
白
描
画

「
徒
然
絵
」
と
総
称
し
た
場
合
、
色
彩
が
付
い
て
い
る
も
の
も
多
い
が
、
無
彩
色
の
白
描
画

や
下
絵
も
あ
る
。
本
稿
で
後
述
す
る
斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵
・
住
吉
具
慶
筆
『
徒
然
草
図
』
や
東

北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
つ
れ
づ
れ
草
四
季
画
絵
巻
』
も
無
彩
色
で
あ
る
。

﹇
Ｄ
﹈
絵
画
化
さ
れ
た
段
数

（
１
）
全
段
　
／
（
２
）
抽
出

「
徒
然
絵
」
に
お
い
て
は
、
全
段
に
近
い
章
段
を
描
い
た
作
品
は
少
な
い
が
、
い
く
つ
か
の

例
が
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
抽
出
作
品
の
場
合
は
、
徒
然
草
の
ど
の
段
が
描
か
れ
、
ど
の

段
が
描
か
れ
て
い
な
い
か
は
、文
学
作
品
と
し
て
の
徒
然
草
の
本
質
と
も
関
わ
っ
て
く
る
の
で
、

重
要
な
観
点
で
あ
る
。

﹇
Ｅ
﹈
徒
然
草
本
文
の
有
無

（
１
）
全
文
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
　
／
（
２
）
本
文
の
一
部
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
　
／

（
３
）
本
文
は
全
く
書
か
れ
て
い
な
い
も
の

作
品
に
よ
っ
て
、
絵
画
の
み
の
場
合
と
、
徒
然
草
の
本
文
が
入
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
さ

ら
に
本
文
の
一
部
か
全
文
か
と
い
う
区
別
が
あ
る
。
本
文
が
書
か
れ
て
い
る
場
合
に
も
、
原
文

通
り
の
場
合
と
、
省
略
し
な
が
ら
、
あ
る
い
は
原
文
を
活
か
し
な
が
ら
要
約
し
た
も
の
と
が
あ

る
。次

に
、
今
ま
で
展
覧
会
で
展
示
さ
れ
て
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
や
、
美
術
書
・
研
究

論
文
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
作
品
の
主
な
も
の
を
形
態
別
に
掲
げ
て
、
先
述
し
た
﹇
Ａ
﹈
か

ら
﹇
Ｅ
﹈
の
観
点
の
ど
の
項
目
を
満
た
し
て
い
る
か
を
付
記
し
な
が
ら
、
描
か
れ
た
徒
然
草
を

概
観
し
て
み
よ
う
。
そ
の
際
に
先
行
研
究
が
あ
る
作
品
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
考
察
も
加
え
た
。

（
１
）
絵
巻

①
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
蔵
・
住
吉
如
慶
筆
『
徒
然
草
絵
巻
』（
模
本
）

住
吉
如
慶
（
一
五
九
八
〜
一
六
七
〇
）
が
描
い
た
原
本
を
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
に
飯

塚
円
貞
広
美
が
模
写
し
た
三
巻
の
絵
巻
で
、
徒
然
草
か
ら
合
計
二
十
六
の
章
段
を
抜
き
出
し
て

描
く
。
詞
書
は
な
く
部
分
的
に
着
色
さ
れ
て
い
る
。
描
か
れ
た
場
面
は
徒
然
草
本
文
の
順
に
沿

っ
て
お
ら
ず
、
順
不
同
で
あ
る
。
こ
の
絵
巻
は
、「『
徒
然
草
絵
巻
』
と
し
て
は
、
模
本
と
は

い
え
最
も
古
態
を
伝
え
る
一
本
で
あ
り
、
貴
重

（
３
）

」
な
も
の
と
さ
れ
る
。

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
集
・
発
行
の
一
九
九
四
年
特
別
展
図
録
『
兼
好
と
徒
然
草
』（
以

下
、「『
兼
好
と
徒
然
草
』
図
録
と
略
称
）
に
全
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
各
段
を
描
い
た
絵

は
、
登
場
人
物
な
ど
も
多
く
描
か
れ
て
お
り
、
充
実
し
た
絵
画
ら
し
い
絵
画
と
言
え
よ
う
。

②
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
・
狩
野
派
『
つ
れ
づ
れ
草
画
巻
物
』（
模
本
）

狩
野
派
の
複
数
の
絵
師
が
描
い
た
合
計
十
二
の
章
段
の
彩
色
画
と
、
そ
れ
に
対
応
す
る
徒
然

草
本
文
が
書
か
れ
た
絵
巻
で
あ
る
が
、
高
木
有
条
が
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
に
模
写
し
た
も

の
。
こ
の
絵
巻
も
『
兼
好
と
徒
然
草
』
図
録
に
全
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
図
録
解
説
に
よ
れ

ば
、
祖
本
は
延
宝
元
年
（
一
六
七
三
）
か
ら
延
宝
四
年
（
一
六
七
七
）
の
間
の
成
立
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。

③
東
京
国
立
博
物
館
蔵
・
狩
野
常
信
筆
『
徒
々
草
図
』（
模
本
）

原
本
は
狩
野
常
信
（
一
六
三
六
〜
一
七
一
三
）
筆
・
彩
色
・
全
十
八
段
十
八
図
で
、
詞
書
は

な
い
。
こ
の
作
品
は
、
松
原
茂
氏
に
よ
れ
ば
、
紙
本
着
色
の
巻
物
仕
立
で
あ
る
が
、「
原
本
は

色
紙
状
の
も
の
を
帖
か
屏
風
に
貼
り
ま
ぜ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
」

（
４
）

と
い
う
。『
兼
好
と
徒
然

草
』
図
録
に
、
カ
ラ
ー
で
八
図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
作
品
名
の
表
記
が
『
徒
々

草
図
』
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
原
本
の
表
記
を
そ
の
ま
ま
使
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
一
般
に
は
、

徒
然
草
の
こ
と
を
「
徒
々
草
」
と
は
表
記
し
な
い
。
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④
海
北
友
雪
筆
『
徒
然
草
絵
巻
』（
個
人
蔵
）

こ
の
絵
巻
は
、
海
北
友
雪
（
一
五
九
八
〜
一
六
七
七
）
が
描
い
た
二
十
巻
か
ら
な
る
彩
色

絵
巻
で
、『
図
説
日
本
の
古
典
・
10
・
方
丈
記
・
徒
然
草
』（
集
英
社
・
一
九
八
〇
年
）
に
「
図

版
特
集
」
と
し
て
カ
ラ
ー
で
十
一
図
が
、
本
文
に
二
図
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
巻
に
は
、

徒
然
草
の
ほ
と
ん
ど
全
段
（
た
だ
し
第
五
十
七
段
を
除
く
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
徒
然
草
の
本

文
も
書
か
れ
て
い
る
。『
特
選
日
本
の
古
典
・
７
・
徒
然
草
・
方
丈
記
』（
世
界
文
化
社
・
一

九
八
三
年
）
に
も
三
十
図
近
く
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
の
章
段
特
定
に
は
一
部
に
誤

り
が
含
ま
れ
て
い
る
。
同
書
の
二
十
一
頁
の
上
段
の
図
は
第
二
十
六
段
（
風
も
吹
き
あ
へ
ず
）

で
は
な
く
、
第
二
十
四
段
（
斎
王
の
野
宮
に
お
は
し
ま
す
）
で
あ
る
。
ま
た
、
三
十
六
頁
の
下

段
の
図
は
、
七
十
三
段
（
世
に
語
り
伝
ふ
る
事
）
で
は
な
く
、
第
七
十
二
段
（
賤
し
げ
な
る
も

の
）
で
あ
る
。
ま
た
、
武
者
小
路
実
篤
著
『
徒
然
草
私
感
』（
現
代
教
養
文
庫
・
社
会
思
想

社
・
一
九
六
七
年
）
の
カ
バ
ー
と
挿
絵
に
も
、
こ
の
絵
巻
が
使
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
だ
け
ほ
ぼ
全
段
を
描
き
な
が
ら
、
第
五
十
七
段
が
描
か
れ
て
い
な
い
の
は

不
審
で
あ
る
。
こ
の
段
が
絵
画
化
し
に
く
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
第
五
十
七
段
は
ご
く
短
い
段

で
あ
る
の
で
、
以
下
に
そ
の
全
文
を
示
そ
う
。

人
の
語
り
出
で
た
る
歌
物
語
の
、
歌
の
わ
ろ
き
こ
そ
、
本
意
な
け
れ
。
少
し
そ
の
道
知

ら
ん
人
は
、
い
み
じ
と
思
ひ
て
は
語
ら
じ
。
す
べ
て
、
い
と
も
知
ら
ぬ
道
の
物
語
し
た
る
、

か
た
は
ら
い
た
く
、
聞
き
に
く
し
。

（
５
）

確
か
に
こ
の
よ
う
な
内
容
で
は
、
図
柄
の
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う
な
具
体
的
な
記
述
が
な
く
、

描
き
に
く
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
百
五
十
七
図
も
の
挿
絵
を
掲
載
す
る
『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
も
、

第
五
十
七
段
の
挿
絵
は
な
い
。
海
北
友
雪
の
絵
巻
の
全
貌
は
未
見
で
あ
る
の
で
、
あ
く
ま
で
も

推
測
で
あ
る
が
、
前
記
の
二
冊
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
図
を
見
る
限
り
、
友
雪
の
描
い
た
図
柄
は
、

あ
ま
り
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
と
似
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
を
参

照
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
友
雪
の
絵
巻
の
成
立
年
代
は
未
詳
だ
が
、
あ
る
い
は
、『
な

ぐ
さ
み
草
』
の
刊
行
（
一
六
五
二
年
）
以
前
に
描
か
れ
た
可
能
性
が
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
お
、

こ
の
絵
巻
の
各
巻
の
収
録
章
段
な
ど
に
つ
い
て
の
紹
介
が
、『
古
美
術
』
四
十
号
（
一
九
七
三

年
三
月
）
掲
載
の
宮
次
男
氏
「
海
北
友
雪
筆
徒
然
草
絵
巻
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

⑤
土
佐
光
起
筆
『
徒
然
草
絵
巻
』（
個
人
蔵
）

こ
の
絵
巻
は
、
土
佐
光
起
（
一
六
一
七
〜
一
六
九
一
）
筆
の
絹
本
着
色
の
絵
巻
で
、
徒
然
草

第
百
三
十
七
段
の
み
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
詞
書
は
な
い
。
昭
和
五
十
七
年
に
サ
ン
ト
リ
ー

美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
『
土
佐
派
の
絵
画
』
図
録
に
三
図
（
十
七
頁
に
カ
ラ
ー
図
版
で
酒
飲
み
、

連
歌
す
る
場
面
、
五
十
三
頁
に
モ
ノ
ク
ロ
図
版
で
山
里
の
住
ま
い
か
ら
外
を
眺
め
る
僧
の
場
面

と
葵
祭
の
行
列
の
場
面
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
大
阪
市
立
美
術
館
編
集
・
発
行

『
や
ま
と
絵
の
軌
跡
―
―
中
・
近
世
の
美
の
世
界
』
図
録
（
平
成
六
年
十
月
）
に
も
、
連
歌
・

泉
・
雪
の
場
面
の
カ
ラ
ー
図
版
が
載
り
、
ま
た
、『
週
刊
日
本
の
古
典
を
見
る
・
23
・
徒
然

草
・
二
』（
世
界
文
化
社
・
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
三
日
発
行
）
の
表
紙
絵
に
も
、
こ
の
絵
巻
の

酒
飲
み
、
連
歌
す
る
場
面
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
巻
の
下
絵
と
考
え
ら
れ
る
絵
巻
に
つ
い

て
は
、
後
述
す
る
。

⑥
徳
川
美
術
館
蔵
『
な
ぐ
さ
み
草
絵
巻
』（
絵
師
未
詳
）

こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
平
塚
泰
三
氏
に
よ
る
詳
し
い
論
考
「
徳
川
美
術
館
蔵
「
な
ぐ
さ
み

草
絵
巻
」
に
つ
い
て
（
上
）

―
『
徒
然
草
』
を
題
材
と
し
た
絵
巻
の
一
例

―
」（
徳
川
黎

明
会
『
金
鯱
叢
書
』
第
二
十
三
輯
、
平
成
八
年
九
月
三
十
日
発
行
）
が
あ
り
、
全
図
版
も
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
作
は
、
徒
然
草
の
注
釈
書
で
あ
る
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
全

体
（
百
五
十
七
図
に
の
ぼ
る
挿
絵
・
各
段
の
大
意
・
頭
注
・
本
文
）
を
、
十
二
巻
か
ら
な
る
彩

色
絵
巻
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
に
は
な
い
場
面
を
八

十
四
段
に
わ
た
っ
て
書
き
加
え
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
作
品
で
絵
が
描
か
れ
て
い
な
い
段
は
、

第
二
十
八
・
六
十
五
・
百
四
十
七
・
百
九
十
八
・
二
百
二
十
九
の
五
つ
の
段
で
、、
こ
れ
ら
は

『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
も
挿
絵
が
な
い
段
で
あ
る
。
本
絵
巻
の
絵
は
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
を

ほ
ぼ
忠
実
に
描
い
て
い
る
が
、
多
少
構
図
を
変
更
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
第
二

段
の
馬
の
位
置
や
、
第
九
段
の
象
を

ぐ
木
の
位
置
な
ど
が
異
な
っ
て
い
る
。

⑦
王
舎
城
美
術
寶
物
館
蔵
『
な
ぐ
さ
み
草
絵
巻
』

こ
の
絵
巻
に
つ
い
て
は
、
浅
野
日
出
男
氏
が
「『
な
ぐ
さ
み
草
』
絵
巻
」（『
伝
承
文
学
研
究
』

第
四
六
号
、
平
成
九
年
一
月
）
に
お
い
て
紹
介
と
考
察
を
加
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
紙

本
着
色
の
二
巻
か
ら
な
る
絵
巻
で
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
の
み
を
集
め
て
絵
巻
に
し
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
。
五
葉
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
で
見
る
と
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
を
前

後
二
段
ま
と
め
て
描
い
た
り
、
段
を
隔
て
た
挿
絵
を
合
成
し
た
り
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
２
）
屏
風

①
金
沢
文
庫
蔵
・
鍬
形

斎
筆
『
徒
然
草
屏
風
』

こ
の
屏
風
は
六
曲
一
双
で
、
徒
然
草
か
ら
十
二
の
場
面
を
描
く
。『
神
奈
川
芸
術
祭
特
別

展
・
徒
然
草
の
絵
巻
と
版
本
』（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
編
集
・
昭
和
六
十
一
年
）
に
、
全
体

の
写
真
が
掲
載
さ
れ
、
解
説
も
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
図
録
に
は
、
松
原
茂
氏
「
鍬
形

斎

と
徒
然
草
屏
風
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
兼
好
と
徒
然
草
』
図
録
に
も
全
体
の
写
真
と
解
説

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
図
録
解
説
に
よ
れ
ば
、
徒
然
草
の
章
段
を
描
い
た
屏
風
は
少
な
く
、
珍
し
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い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

②
伝
住
吉
如
慶
筆
『
徒
然
草
屏
風
』（
個
人
蔵
）

こ
の
作
品
は
、『
江
戸
の
や
ま
と
絵
―
―
住
吉
如
慶
・
具
慶
』
図
録
（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術

館
・
一
九
八
五
年
）、『
徒
然
草
の
絵
巻
と
版
本
』
図
録
、『
や
ま
と
絵
の
軌
跡
―
―
中
・
近
世

の
美
の
世
界
』
図
録
（
前
出
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
六
曲
一
双
・
紙
本
着
色
で
あ
る
。
右
隻

は
徒
然
草
第
五
十
三
段
（
仁
和
寺
の
僧
が
鼎
を
被
っ
て
抜
け
な
く
な
っ
た
話
）
を
中
心
に
描
く
。

左
隻
は
第
五
十
四
段
（
同
じ
く
仁
和
寺
の
法
師
の
話
で
趣
向
を
凝
ら
し
て
埋
め
て
お
い
た
重
箱

が
何
も
の
か
に
掘
り
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
話
）
を
中
心
に
描
く
が
、
他
の
章
段
も
描
か
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
章
段
の
特
定
は
今
後
に
期
し
た
い
。

③
板
橋
区
立
美
術
館
蔵
・
狩
野
寿
信
筆
・
『
徒
然
草
図
屏
風
』

こ
の
屏
風
は
、
六
曲
一
双
・
紙
本
金
地
著
色
で
あ
る
。
二
〇
〇
四
年
五
月
二
十
二
日
か
ら
七

月
四
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
「
館
蔵
品
展
・
こ
れ
で
あ
な
た
も
狩
野
派
通
！
〜
正
信
か
ら
暁
斎
ま

で
〜
」
に
展
示
さ
れ
て
い
た
。

会
場
で
実
見
し
た
と
こ
ろ
、
右
隻
に
は
、
徒
然
草
か
ら
四
場
面
、
向
か
っ
て
右
か
ら
第
四
十

一
段
・
賀
茂
の
競
馬
、
中
央
上
部
に
第
十
一
段
・
栗
栖
野
の
庵
、
そ
の
下
に
第
四
十
五
段
・
榎

木
の
僧
正
、
向
か
っ
て
左
に
第
五
十
三
段
・
仁
和
寺
の
鼎
被
り
の
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
左
隻

に
は
、
徒
然
草
か
ら
五
場
面
、
向
か
っ
て
右
に
第
八
十
七
段
・
下
部
に
酒
飲
ま
す
る
こ
と
、
中

央
上
部
に
第
八
十
九
段
・
猫
ま
た
、
そ
の
下
に
第
百
六
十
二
段
・
承
仕
法
師
と
、
第
八
段
・
洗

濯
す
る
女
（
墜
落
す
る
久
米
の
仙
人
の
姿
な
し
）、
向
か
っ
て
左
に
第
二
百
十
五
段
・
最
明
寺

入
道
の
酒
と
味
噌
の
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
第
八
段
は
洗
濯
女
の
姿
し
か
な
い
の
で
、

こ
の
段
を
描
い
た
と
特
定
し
な
け
れ
ば
、
左
隻
も
四
場
面
と
な
る
。

こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
段
は
、
徒
然
草
の
中
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
内
容
で
あ
り
、
特
に
、
第

八
段
・
四
十
一
段
・
五
十
三
段
な
ど
は
、
一
目
で
徒
然
草
を
描
い
た
こ
と
が
わ
か
る
、
絵
画
化

に
適
し
た
情
景
と
言
え
よ
う
。

徒
然
草
屏
風
は
数
が
少
な
い
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
他
に
も
米
沢
市
上
杉
博
物
館
な
ど

各
地
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
調
査
研
究
を
行
な
い
た
い
。

（
３
）
画
帖
・
色
紙

①
東
京
国
立
博
物
館
蔵
・
住
吉
具
慶
筆
『
徒
然
草
画
帖
』

徒
然
草
か
ら
彩
色
を
施
し
て
五
十
の
章
段
を
描
き
、
絵
に
対
応
す
る
本
文
も
有
す
る
。
こ
の

作
品
に
つ
い
て
は
、
松
原
茂
氏
の
「
住
吉
具
慶
筆
徒
然
草
画
帖

―
制
作
期
と
そ
の
背
景

―
」

（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｍ
』
三
八
七
号
・
昭
和
五
十
八
年
六
月
）
に
詳
し
い
研
究
が
あ
る
。

②
斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵
・
住
吉
派
『
徒
然
草
図
』

こ
の
作
品
は
、
徒
然
草
研
究
の
分
野
で
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
だ
と
思
う
が
、

『
斎
宮
歴
史
博
物
館
館
蔵
資
料
目
録
』（
平
成
十
一
年
三
月
）
の
「
購
入
資
料
」
目
録
番
号
一
三

二
に
「
徒
然
草
図
・
九
六
葉
・
粉
本
・
紙
本
墨
画
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
、
同
館
で
す
で
に
平
成

十
五
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
特
別
出
陳
さ
れ
て
い
る
。
縦
が
三
〇
・
〇
糎
、
横
が
二
〇
・

四
糎
の
大
判
の
色
紙
で
あ
る
。
第
三
段
を
描
い
た
と
思
わ
れ
る
絵
に
「
住
之
江
文
庫
」
の
印
が

押
し
て
あ
る
。
徒
然
草
の
本
文
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
着
色
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
す
べ
て
白
描

画
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
図
が
精
緻
に
描
か
れ
て
い
る
。
簡
略
な
書
き
方
の
も
の
も
混
在
す

る
が
、
徒
然
草
の
内
容
を
九
六
葉
に
わ
た
っ
て
描
い
て
い
る
の
は
、「
徒
然
絵
」
と
し
て
貴
重

な
存
在
で
あ
ろ
う
。
本
作
品
に
つ
い
て
は
、
榎
村
寛
之
氏
「
斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵
『
徒
然
草
下

絵
（
仮
題
）』
に
つ
い
て
」（『
斎
宮
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
十
三
号
・
二
〇
〇
四
年
三
月
）

が
あ
る
。
た
だ
し
、
章
段
の
特
定
に
関
し
て
多
少
異
見
も
あ
る
の
で
、『
徒
然
草
図
』
の
詳
し

い
考
察
は
別
稿
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
ご
く
簡
単
に
、
関
連
事
項
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

本
色
紙
は
目
録
に
も
あ
る
よ
う
に
「
粉
本
」
で
あ
る
。
こ
の
彩
色
し
た
完
成
形
態
で
は
な
い

か
と
見
ら
れ
る
色
紙
の
カ
ラ
ー
写
真
が
、『
兼
好
と
徒
然
草
』
図
録
に
二
点
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
つ
は
、
国
立
東
京
博
物
館
蔵
・
住
吉
具
慶
筆
『
徒
然
草
図
』
の
第
百
二
十
五
段
の
図
で
あ
る

（
６
）

。

こ
の
写
真
を
見
る
と
、
斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵
『
徒
然
草
図
』
の
第
百
二
十
五
段
と
ほ
と
ん
ど
一

致
す
る
。
二
つ
目
は
、
個
人
蔵
の
住
吉
具
慶
筆
『
徒
然
草
図
』
の
第
百
五
段
で
あ
る
。
斎
宮
歴

史
博
物
館
蔵
『
徒
然
草
図
』
第
百
五
段
と
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
が
、
こ
ち
ら
の
図
の
上
部
に
は

徒
然
草
の
当
該
本
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
本
文
が
上
部
に
書
か
れ
、
そ
の
下
に
絵

が
描
か
れ
る
形
式
は
「
徒
然
絵
」
で
は
珍
し
い
。
け
れ
ど
も
、「
源
氏
物
語
絵
」
に
は
同
様
の

形
式
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
個
人
蔵
・
土
佐
光
起
筆
『
源
氏
物
語
画
帖
』
は
、
上
部
に
詞
書
、

下
部
に
紙
本
着
色
の
源
氏
絵
色
紙
を
貼
っ
て
い
る
と
い
う

（
７
）

。

以
上
の
二
点
の
着
色
作
品
の
存
在
だ
け
か
ら
結
論
付
け
る
の
は
性
急
か
も
し
れ
な
い
が
、
斎

宮
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
『
徒
然
草
図
』
は
、
こ
れ
ら
の
着
色
作
品
の
「
粉
本
」
で
あ
る
と
考
え

て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
と
そ
の
影
響
作
品

前
節
で
概
観
し
た
よ
う
に
、
美
術
作
品
と
し
て
描
か
れ
た
徒
然
草
に
は
、
絵
巻
・
屏
風
・
画

帖
・
色
紙
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ
り
、
絵
師
も
狩
野
派
・
住
吉
派
・
土
佐
派
な
ど
当
時
の

主
な
流
派
が
一
様
に
手
が
け
て
い
る
。
同
一
章
段
で
あ
っ
て
も
、
多
様
な
描
か
れ
方
を
し
て
い

る
が
、
巨
視
的
に
眺
め
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
の
図
柄
の
最
大
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
の
が
徒
然

草
の
注
釈
書
で
あ
る
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
付
さ
れ
た
挿
絵
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
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『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
と
の
関
連
は
、
前
節
で
も
作
品
ご
と
に
多
少
触
れ
た
が
、
こ
こ
で
改

め
て
「
徒
然
絵
」
に
与
え
た
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

ま
ず
な
に
よ
り
も
、
前
節
の
「
絵
巻
」
の
項
の
⑥
と
⑦
の
よ
う
に
、
版
本
の
『
な
ぐ
さ
み
草
』

を
彩
色
絵
巻
に
仕
立
て
た
作
品
が
、
す
で
に
二
種
類
知
ら
れ
て
い
る
。

『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
を
参
照
す
る
に
し
て
も
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
写
し
て
描
く
場
合
と
、

か
な
り
工
夫
を
加
え
て
書
く
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
⑥
の
徳
川
美
術
館
蔵
『
な
ぐ
さ
み
草

絵
巻
』
に
描
か
れ
た
徒
然
草
第
三
十
二
段
の
絵
は
、
客
人
を
見
送
る
主
人
が
男
性
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
一
般
に
こ
の
場

面
の
主
人
は
女
性
と
解
釈
さ
れ
て
お
り
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
は
特
異
で
あ
る
。
そ
の
点

を
考
慮
し
て
、
構
図
自
体
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
主
人
の
姿
は
女
性

で
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
前
節
の
「
絵
巻
」
④
や
、「
画
帖
・
色
紙
」
①
と
②
で
も
、
第
三

十
二
段
の
場
面
は
、
ど
ち
ら
も
女
主
人
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

「
絵
巻
」
⑥
と
⑦
の
よ
う
な
直
接
『
な
ぐ
さ
み
草
』
を
描
い
た
作
品
以
外
に
も
、『
な
ぐ
さ
み

草
』
挿
絵
の
影
響
は
見
て
取
れ
る
。
た
と
え
ば
、「
絵
巻
」
③
の
狩
野
常
信
の
原
本
を
模
写
し

た
『
徒
々
草
図
』
は
、『
兼
好
と
徒
然
草
』
図
録
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
八
場
面
を
見
る
限
り
、

構
図
が
反
転
し
て
い
た
り
多
少
の
細
か
な
点
で
違
い
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
八
場
面
す
べ
て

『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
と
み
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、『
な
ぐ
さ
み

草
』
と
挿
絵
が
酷
似
す
る
奈
良
絵
本
の
存
在
も
視
野
に
入
れ
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
け
れ
ど

も
現
在
ま
で
の
研
究
で
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
と
奈
良
絵
本
と
の
前
後
関
係
は
明
確
に
は

な
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
絵
師
た
ち
が
徒
然
草
を
描
く
際
に
、
何
を
直
接
参
照
し
た
か
は
、

今
後
の
研
究
課
題
と
な
ろ
う
。
今
は
徒
然
草
の
絵
画
作
品
と
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
の
関
連
に
焦

点
を
あ
て
て
考
え
て
お
き
た
い
。

常
信
原
画
の
『
徒
々
草
図
』
の
場
合
、
蓬
左
文
庫
蔵
の
奈
良
絵
本
に
は
な
く
、『
な
ぐ
さ
み

草
』
に
は
描
か
れ
て
い
る
第
十
六
段
の
図
が
あ
る
こ
と
や
、
第
五
十
四
段
の
僧
の
仕
草
が
『
な

ぐ
さ
み
草
』
の
方
に
近
い
こ
と
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、『
徒
々
草
図
』
は
や
は
り
『
な
ぐ

さ
み
草
』
と
の
関
連
が
強
い
作
品
と
認
定
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
に
対
し
て
、「
絵
巻
」
①
の
住
吉
如
慶
筆
を
原
本
と
す
る
『
徒
然
草
絵
巻
』
は
、『
な

ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
と
比
べ
て
、
全
体
に
わ
た
っ
て
画
面
が
か
な
り
詳
し
く
な
っ
て
お
り
、
③

の
よ
う
に
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
構
図
で
描
い
て
は
い
な
い
。
見
方
を
変
え
て
言
え
ば
、
如
慶
筆

『
徒
然
草
絵
巻
』
の
各
段
を
描
い
た
絵
の
一
部
を
切
り
出
し
た
よ
う
に
さ
え
見
え
る
の
が
『
な

ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
本
作
は
あ
ま
り
『
な
ぐ
さ
み
草
』
を
参
照
し
て

い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
本
作
に
は
第
七
十
四
段
「
蟻
の
ご
と
く
に
集
ま

り
て
」
を
描
い
た
場
面
が
あ
り
、
町
中
の
往
来
を
行
き
来
す
る
多
数
の
人
々
を
描
い
て
い
る
が
、

こ
の
段
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
に
は
な
い
。

「
絵
巻
」
①
の
原
本
と
な
っ
て
い
る
『
徒
然
草
絵
巻
』
を
住
吉
如
慶
が
い
つ
描
い
た
か
不
明

で
あ
る
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
刊
行
は
一
六
五
二
年
で
あ
り
、
如
慶
の
没
年
が
一
六
七
〇
年
で

あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
如
慶
が
晩
年
に
こ
の
絵
巻
を
描
い
て
い
れ
ば
『
な
ぐ
さ
み
草
』

を
参
照
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
も
っ
と
早
い
時
期
に
描
い
て
い
た
と
す
れ
ば
、
如
慶

が
徒
然
草
を
読
ん
で
独
自
に
場
面
を
描
い
た
か
、
彼
以
前
に
す
で
に
描
か
れ
て
い
た
も
の
を
参

照
し
て
描
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
作
品
に
『
な
ぐ
さ
み
草
』
挿
絵
の
影
響
が
感
じ
ら
れ
な

い
こ
と
は
、
真
保
亨
氏
が
、「
お
そ
ら
く
如
慶
の
経
歴
か
ら
み
て
本
絵
巻
も
ま
た
古
絵
巻
の
模

写
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か

（
８
）

」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
、
違
っ
た
角
度
か
ら
補
強
す
る
も

の
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
絵
巻
」
②
の
『
つ
れ
づ
れ
草
画
巻
物
』
は
、
そ
の
成
立
時
期
が
延
宝
年
間
と
さ
れ
て
い
る
。

『
な
ぐ
さ
み
草
』
が
成
立
し
て
か
ら
約
二
十
年
後
で
あ
る
。
第
百
十
四
段
や
第
二
百
三
十
段
な

ど
の
絵
は
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
と
ほ
ぼ
同
じ
と
言
っ
て
も
よ
い
と
思
う
が
、
他
の
絵
は

①
の
絵
巻
同
様
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
比
べ
て
画
面
の
描
き
方
が
ず
っ
と
詳
し
く
な
っ
て
い
る
。

成
立
時
期
か
ら
考
え
れ
ば
『
な
ぐ
さ
み
草
』
を
参
照
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
描
き
方

は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
捕
わ
れ
て
い
な
い
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
海
北
友
雪
の
絵
巻
も
、
第
五
十
七
段
の
み
除
い
て
残
り
の
す
べ
て
の
徒

然
草
章
段
を
描
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
の
類
似
は
あ
ま
り
感
じ
ら

れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
作
品
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
一
概
に
『
な
ぐ
さ
み
草
』
挿
絵
の
影
響
ば
か

り
と
は
言
え
な
い
が
、
影
響
の
有
無
は
、
作
品
の
成
立
年
代
を
考
え
る
際
に
、
一
つ
の
指
標
と

し
て
考
慮
に
入
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
を
使
い
な
が
ら
も
独
自
の
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
例
を
、
斎

宮
歴
史
博
物
館
の
『
徒
然
草
図
』
か
ら
い
く
つ
か
挙
げ
て
考
察
し
て
み
た
い
。

本
図
の
中
に
、
竹
垣
の
向
こ
う
側
に
葉
が
茂
っ
た
芭
蕉
を
描
い
て
い
る
図
が
あ
る
。
し
か
も

こ
の
図
で
は
、
芭
蕉
の
葉
に
も
地
面
に
も
、
雪
が
降
り
積
も
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
類
似
し
た
図

は
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
第
七
十
三
段
の
挿
絵
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
そ
の
図
柄
を
見
た

だ
け
で
は
こ
の
植
物
を
芭
蕉
と
特
定
す
る
の
は
難
し
く
、
雪
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
三
谷
栄

一
・
峯
村
文
人
編
『
増
補
徒
然
草
解
釈
大
成
』（
有
精
堂
出
版
・
昭
和
六
十
一
年
）
で
は
「
画

意
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と
あ
り
、
ま
た
、『
兼
好
と
徒
然
草
』
図
録
で
も
「
何
か
植
物
の
葉

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
本
文
の
中
に
も
こ
れ
を
暗
示
す
る
部
分
は
見
当
た
ら
ず
、
画
題
不

明
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
先
に
挙
げ
た
平
塚
論
文
で
は
「
芭
蕉
の
よ
う
な
大
き
な
葉
の
植

物
を
描
い
て
い
る
が
、
本
文
の
ど
こ
か
ら
画
題
を
得
た
か
は
不
明
で
あ
る
」
と
し
て
、
植
物
名
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を
芭
蕉
と
す
る
が
、
画
題
は
不
明
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、『
犬
子
集
』
巻
第
十
（
１
７
１
２
番
）
に
次
の
よ
う
な
付
け
合
が
あ
り
、
こ
れ

は
雪
中
の
芭
蕉
の
絵
と
い
う
点
で
、
本
図
を
読
み
解
く
き
わ
め
て
有
力
な
資
料
で
あ
る
。

ひ
ろ
び
ろ
と
た
ゞ
し
た
る
い
つ
は
り

葉
に
雪
の
つ
も
る
芭
蕉
を
絵
図
に
し
て

（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
初
期
俳
諧
集
』）

こ
の
部
分
の
脚
注
に
、「
謡
曲
・
芭
蕉
の
詞
章
『
庭
の
面
の
雪
の
中
の
芭
蕉
の
、
い
つ
は
れ

る
姿
の
真
を
見
え
ば
如
何
な
ら
ん
と
』
を
踏
ま
え
た
付
け
」
と
あ
る
。
そ
し
て
、
付
合
と
し
て

は
、『
俳
諧
類
船
集
』
で
、「
偽
―
雪
中
芭
蕉
」
と
あ
る
。
確
か
に
、
謡
曲
『
芭
蕉
』（
金
春
禅

竹
作
）
に
は
、
他
に
も
「
雪
の
う
ち
の
芭
蕉
の
、
偽
れ
る
姿
と
聞
え
し
は
」（
新
日
本
古
典
文

学
大
系
『
謡
曲
百
番
』
所
収
）
と
も
あ
る
。
こ
の
部
分
の
脚
注
に
は
、「
唐
の
詩
人
・
画
家
の

王
摩
詰
が
画
材
の
季
節
に
拘
泥
せ
ず
雪
中
の
芭
蕉
を
画
い
た
故
事
か
ら
、誠
な
ら
ぬ
事
の
譬
え
」

と
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
斎
宮
歴
史
博
物
館
『
徒
然
草
図
』
の
雪
中
芭
蕉
図
は
、
ま
さ
に
徒
然
草
第
七

十
三
段
の
「
世
に
語
り
伝
ふ
る
こ
と
、
ま
こ
と
は
あ
い
な
き
に
や
、
多
く
は
皆
虚
言
な
り
」
の

絵
画
化
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
芭
蕉
に
関
し
て
は
、『
妙
法
蓮
華
経
玄
義
巻
第
四
上
』（
大

正
新
修
大
蔵
経
第
三
十
三
巻
所
収
・
ｐ
１
７
１
６
）
に
も
「
如
芭
蕉
不
実
。
内
外
不
浄
甚
可
厭

悪
」
と
あ
り
、
芭
蕉
は
「
不
実
」
で
あ
る
と
い
う
観
念
が
あ
る
。

な
お
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
第
七
十
三
段
の
挿
絵
に
関
し
て
は
、
齋
藤
彰
氏
が
「
徒
然
草
版

本
の
挿
絵
史
（
一
）」（『
学
苑
』
七
三
八
号
・
二
〇
〇
二
年
一
月
）
で
、「
芭
蕉
を
描
く
。『
を

と
に
き
く
と
、
見
る
時
と
は
何
事
も
か
は
る
も
の
な
り
。』
の
絵
画
化
。
こ
の
本
文
の
具
体
例

と
し
て
、
金
春
禅
竹
作
の
能
『
芭
蕉
』
で
知
ら
れ
る
破
れ
や
す
い
芭
蕉
葉
が
人
の
世
の
は
か
な

さ
を
示
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
の
実
体
を
示
す
」
と
し
て
お
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
植
物
を
芭
蕉
と

し
て
能
『
芭
蕉
』
を
挙
げ
て
い
る
点
で
、
従
来
の
研
究
を
一
歩
進
め
て
い
る
が
、
図
柄
と
対
応

す
る
徒
然
草
本
文
の
選
択
が
不
適
切
で
あ
り
、「
破
れ
や
す
い
芭
蕉
葉
が
人
の
世
の
は
か
な
さ

を
示
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
の
実
体
を
示
す
」
と
い
う
解
釈
も
、
こ
の
場
面
に
そ
ぐ
わ
な
い
。

『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
第
七
十
三
段
の
挿
絵
は
、
冒
頭
の
一
文
の
絵
画
化
で
あ
る
。
斎
宮
歴
史
博

物
館
『
徒
然
草
図
』
の
図
柄
は
、
多
く
の
場
合
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
類
似
し
て
お
り
、
お
そ

ら
く
描
く
に
際
し
て
『
な
ぐ
さ
み
草
』
を
参
看
し
た
可
能
性
が
高
い
。
と
は
言
え
、
こ
の
第
七

十
三
段
の
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
絵
を
、
よ
り
適
切
な
構
図
に
書
き
直

し
て
い
る
も
の
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
斎
宮
歴
史
博
物
館
『
徒
然
草
図
』
が
住
吉
具
慶
が
描
い
た
原
本

の
粉
本
で
あ
る
と
す
れ
ば
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
比
較
す
る
際
に
、
同
じ
具
慶
が
描
い
た
『
徒

然
草
画
帖
』
も
含
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
ほ
ぼ
同
一
の
図
柄
の
微
妙
な
差
異
か
ら
、
徒
然

草
本
文
の
解
釈
の
参
考
に
な
る
も
の
が
見
え
て
く
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
今
は
ほ
ん
の

二
例
し
か
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
が
、
徒
然
草
序
段
と
第
四
十
段
と
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

『
徒
然
草
図
』
の
序
段
は
、
山
里
の
草
庵
で
机
に
右
肘
を
付
き
、
横
座
り
で
戸
外
を
眺
め
る

僧
の
姿
を
描
い
て
い
る
。『
徒
然
草
画
帖
』
と
主
な
図
柄
は
類
似
す
る
が
、
構
図
は
反
転
し
て

い
る
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
な
ど
で
は
執
筆
姿
で
あ
る
。
僧
の
表
情
は
『
画
帖
』『
な
ぐ
さ
み
草
』

と
比
べ
て
若
々
し
く
見
え
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
住
吉
具
慶
の
『
徒
然
草
図
』
と

『
画
帖
』
の
場
合
、
と
も
に
顔
を
上
げ
て
戸
外
に
目
を
や
っ
て
、
ふ
と
物
思
い
に
ふ
け
る
よ
う

な
構
図
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
序
段
の
図
柄
と
し
て
は
執
筆
筆
姿
の
方
が
多
い
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
序
段
の
ど
の
部
分
を
絵
師
た
ち
が
捉
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
示
す
重
要

な
観
点
で
あ
る
。
序
段
の
眼
目
は
ど
の
部
分
か
と
い
う
こ
と
が
、
絵
画
化
に
よ
っ
て
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
執
筆
姿
の
絵
で
あ
れ
ば
、
序
段
の
眼
目
を
、「
書
き
つ
く
れ
ば
」
と

い
う
執
筆
行
為
に
重
点
を
置
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
し
、
具
慶
の
作
品
の
よ
う
に
、
筆
を
置
い

て
い
る
姿
で
あ
れ
ば
、「
あ
や
し
う
こ
そ
も
の
ぐ
る
ほ
し
け
れ
」
と
い
う
、
内
面
の
動
き
を
絵

画
化
し
た
と
言
え
よ
う
。
も
し
、
具
慶
の
徒
然
草
の
絵
画
化
が
、
他
の
段
を
描
い
た
場
合
も
、

こ
の
序
段
の
絵
画
化
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
徒
然
草
の
内
面
性
を
描
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、
徒

然
草
理
解
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
特
徴
的
な
傾
向
を
持
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。

な
お
、
海
北
友
雪
の
『
徒
然
草
絵
巻
』
の
序
段
は
、
草
庵
で
頬
杖
を
付
く
僧
の
姿
が
描
か
れ

て
い
る
が
、
そ
の
手
に
は
筆
を
持
っ
て
お
り
、
執
筆
と
思
索
の
双
方
を
絵
画
化
し
よ
う
と
し
た

工
夫
が
見
ら
れ
る
。

次
に
第
四
十
段
を
見
て
み
よ
う
。『
徒
然
草
図
』
の
第
四
十
段
は
、
画
面
手
前
中
央
の
部
屋

で
父
親
の
入
道
と
一
人
の
武
士
が
何
か
話
し
て
お
り
、
奥
の
部
屋
で
は
高
坏
に
盛
り
上
げ
ら
れ

た
栗
を
食
べ
る
娘
と
三
人
の
女
が
描
か
れ
る
。『
画
帖
』
は
ほ
ぼ
反
転
し
た
構
図
だ
が
、
娘
の

傍
に
い
る
女
は
二
人
で
あ
る
。
画
面
の
大
き
さ
に
関
連
す
る
の
だ
ろ
う
が
、『
徒
然
草
図
』
は
、

『
画
帖
』
よ
り
も
人
数
が
多
く
描
か
れ
る
傾
向
が
あ
る
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
、
室
内
に
娘
が

一
人
描
か
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
娘
の
背
後
の
床
の
間
に
は
巻
物
二
巻
と
二
、
三
冊
ず

つ
積
ま
れ
た
冊
子
本
が
見
え
る
の
は
、
教
養
豊
か
な
娘
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
。『
徒

然
草
図
』
と
『
画
帖
』
と
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
娘
の
表
情
を
比
べ
る
と
、『
画
帖
』
が
一
番
若

く
、
次
が
『
な
ぐ
さ
み
草
』、
一
番
年
上
に
見
え
る
の
が
『
徒
然
草
図
』
で
あ
る
。
具
慶
は

『
徒
然
草
図
』
に
お
い
て
、
第
四
十
段
の
娘
を
も
は
や
若
く
は
な
い
女
性
と
し
て
描
い
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

徒
然
草
第
四
十
段
は
、
因
幡
の
国
に
住
む
栗
ば
か
り
食
べ
て
い
る
娘
を
、
父
親
が
結
婚
さ
せ
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な
か
っ
た
と
い
う
ご
く
短
い
段
で
あ
る
。
兼
好
の
感
想
な
ど
も
全
く
書
か
れ
い
て
な
い
。
し
た

が
っ
て
こ
の
段
の
主
旨
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
見
え
に
く
い
段
で
あ
る
が
、
徒
然
草
を
冒
頭
部
分

か
ら
連
続
的
に
読
ん
で
く
る
と
、
こ
の
段
の
娘
の
あ
り
方
が
、
外
界
か
ら
隔
絶
し
た
世
界
で
生

き
る
こ
と
を
選
び
取
っ
て
い
る
話
と
し
て
兼
好
が
書
き
留
め
た
の
で
は
な
い
か
と
解
釈
で
き

る
。
な
ぜ
な
ら
、
第
四
十
段
ま
で
の
徒
然
草
の
内
容
が
、
現
実
に
対
し
て
違
和
感
を
感
じ
て
い

る
兼
好
の
心
情
の
反
映
と
読
め
る
か
ら
で
あ
る
。
兼
好
の
心
の
風
景
も
ま
た
因
幡
の
娘
同
様
、

外
界
と
隔
て
ら
れ
て
い
る
面
が
あ
る
の
だ
。

そ
の
よ
う
に
第
四
十
段
を
解
釈
し
た
時
、『
徒
然
草
図
』
が
も
は
や
若
く
は
な
い
娘
の
姿
を

描
い
て
い
る
の
は
、
現
状
の
ま
ま
で
よ
い
の
か
、
こ
の
ま
ま
年
老
い
て
い
っ
て
よ
い
の
か
と
い

う
、
徒
然
草
本
文
自
体
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
兼
好
の
心
奥
に
潜
む
自
問
自

答
を
画
面
に
浮
上
さ
せ
る
効
果
が
現
れ
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
具
慶
は
『
画

帖
』
で
は
童
女
の
姿
で
描
い
て
い
る
の
で
、
単
に
同
一
に
な
る
の
を
避
け
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

『
な
ぐ
さ
み
草
』
も
含
め
て
三
図
を
比
較
し
て
み
る
と
、
徒
然
草
本
文
の
読
み
方
も
、
重
層
的

に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
文
学
作
品
と
し
て
の
徒
然
草
を
研
究
す
る
際
に
、
絵
画
化
さ

れ
た
作
品
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。

以
上
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
が
徒
然
絵
に
与
え
た
影
響
を
中
心
に
、
い
く
つ
か
の
具
体
例
を
挙

げ
て
き
た
。
本
稿
で
は
ご
く
限
ら
れ
た
事
例
し
か
述
べ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
描
か
れ

た
徒
然
草
を
考
え
る
視
点
と
し
て
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
の
重
要
性
を
確
認
で
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
さ
ら
に
こ
こ
で
一
言
付
け
加
え
て
お
き
た
い
の
は
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿

絵
の
影
響
力
と
と
も
に
、『
つ
れ
づ
れ
草
絵
抄
』
の
頭
注
に
掲
げ
ら
れ
た
「
語
釈
絵
」
と
で
も

名
付
け
ら
れ
る
よ
う
な
、
非
常
に
多
数
の
絵
の
存
在
で
あ
る
。

『
つ
れ
づ
れ
草
絵
抄
』
は
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
苗
村
丈
伯
に
よ
る
徒

然
草
注
釈
書
で
あ
る

（
９
）

。
各
丁
の
上
部
（
約
四
分
の
一
の
ス
ペ
ー
ス
）
に
図
が
描
か
れ
、
残
り
の

部
分
（
四
分
の
三
の
ス
ペ
ー
ス
）
に
徒
然
草
の
本
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
本
書
の
特
徴
は
、
こ

の
上
部
に
細
か
く
描
か
れ
た
ご
く
小
さ
な
図
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
徒
然
草
の
当
該
章
段
の
内

容
を
逐
一
描
き
出
し
た
と
さ
え
言
え
る
よ
う
な
数
々
の
図
に
な
っ
て
い
る
。『
な
ぐ
さ
み
草
』

の
場
合
、
全
一
五
七
図
に
の
ぼ
る
多
数
の
挿
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
他
に
見
ら
れ
ぬ
特

徴
で
あ
る
が
、
一
段
に
つ
き
挿
絵
は
一
枚
で
あ
る
。
そ
の
段
の
主
内
容
を
絵
画
化
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
『
つ
れ
づ
れ
草
絵
抄
』
で
は
、
一
段
に
一
図
の
こ
と
も
多
い
が
、
段

に
よ
っ
て
は
何
図
も
描
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
有
名
な
仁
和
寺
の
僧
が
鼎
を
か
ぶ
っ
て
抜

け
な
く
な
っ
た
第
五
十
三
段
は
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
、
室
内
で
の
宴
会
風
景
を
描
き
、
中

央
に
鼎
を
被
っ
た
僧
が
舞
う
図
柄
で
あ
る
が
、『
つ
れ
づ
れ
草
絵
抄
』
で
は
、
本
文
の
記
述
の

経
過
に
従
っ
て
、
宴
会
風
景
・
医
師
の
も
と
に
行
く
・
鼎
が
抜
け
ぬ
ま
ま
臥
し
母
が
嘆
く
・
無

理
に
鼎
を
抜
こ
う
と
す
る
と
い
う
四
図
に
分
け
て
描
か
れ
て
い
る
。
伝
住
吉
如
慶
筆
『
徒
然
草

屏
風
』
で
、
時
間
の
経
過
に
従
っ
て
場
面
を
分
け
て
描
い
て
い
る
方
法
と
類
似
し
て
い
る
。

先
に
取
り
上
げ
た
徳
川
美
術
館
蔵
『
な
ぐ
さ
み
草
絵
巻
』
は
、
文
字
通
り
『
な
ぐ
さ
み
草
』

の
徒
然
草
大
意
・
本
文
・
注
釈
・
挿
絵
を
も
と
に
し
て
描
か
れ
て
い
る
絵
巻
で
あ
る
。
け
れ
ど

も
、
平
塚
氏
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
絵
巻
に
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
な
い
挿
絵
が
八
十
四
段

に
わ
た
っ
て
増
加
し
て
い
る
と
い
う
。
平
塚
氏
は
「
絵
を
独
自
に
加
え
た
と
し
ら
れ
る
」
と
し

て
お
ら
れ
る
が
、『
つ
れ
づ
れ
草
絵
抄
』
の
図
と
比
べ
て
み
る
と
酷
似
す
る
も
の
が
い
く
つ
も

見
出
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
第
五
十
七
段
「
人
の
語
り
出
た
る
歌
物
語
の
」（
海
北
友
雪
筆
の

絵
巻
で
唯
一
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
段
）
の
図
柄
は
、
画
面
左
半
分
は
庭
で
あ
る
が
、
右
半
分

に
室
内
の
一
部
が
見
え
、
三
人
の
男
性
が
座
っ
て
何
か
話
し
合
っ
て
い
る
。
向
か
っ
て
左
側
の

襖
に
は
山
水
が
描
か
れ
、
部
屋
の
右
手
奥
に
は
屏
風
の
下
半
分
が
見
え
る
。
掲
載
写
真
が
小
さ

い
の
で
は
っ
き
り
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
ど
う
も
そ
の
屏
風
の
絵
は
、
柿
本
人
麻
呂
坐
像
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
つ
れ
づ
れ
草
絵
抄
』
で
は
庭
は
描
か
れ
ず
に
室
内
部
分
だ
け
だ
が
、
や

は
り
三
人
の
男
性
が
座
っ
て
い
る
。
部
屋
の
奥
の
襖
は
、
向
か
っ
て
右
側
が
山
水
ら
し
き
襖
、

左
側
は
柿
本
人
麻
呂
が
脇
息
に
も
た
れ
て
い
る
坐
像
が
描
か
れ
た
襖
（
あ
る
い
は
掛
軸
か
）
で

あ
る
。
人
麻
呂
坐
像
が
反
転
し
て
い
る
が
、
非
常
に
よ
く
似
た
構
図
で
あ
る
。
こ
れ
は
偶
然
の

一
致
で
あ
ろ
う
か
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
な
い
図
を
増
補
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、『
つ
れ
づ
れ

草
絵
抄
』
を
参
考
に
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

描
か
れ
た
徒
然
草
を
考
察
す
る
際
に
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
だ
け
で
な
く
『
つ
れ
づ
れ
草
絵
抄
』

の
存
在
も
視
野
に
入
れ
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
を
今
後
の
課
題
の
一
つ
と

し
た
い
と
思
う
。

本
節
の
最
後
に
も
う
一
つ
だ
け
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
徒
然
絵
の
関
連
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

そ
れ
は
榊
原
悟
氏
が
「『
徒
然
草
図
』
二
題
」（『
古
美
術
』
九
十
一
号
・
一
九
八
九
年
七
月
）

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
住
吉
具
慶
筆
『
徒
然
草
図
』
二
点
（
第
百
五
段
と
第
六
十
二
段
）
に
関
し

て
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
第
百
五
段
は
『
兼
好
と
徒
然
草
』
図
録
で
も
個
人
蔵
と
し
て
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
も
う
一
点
が
徒
然
草
第
六
十
二
段
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
榊
原
氏
が
特
定

さ
れ
て
い
る
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
を
見
る
と
左
側
に
絵
が
描
か
れ
、
右
側
上
部
に
細
字
、

そ
の
下
に
は
大
振
り
な
ゆ
っ
た
り
と
し
た
文
字
で
徒
然
草
の
本
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
細
字
で

書
か
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
「
こ
の
考
証
が
誰
の
も
の
か
、
こ
の
詞
書
を
認
め
た
人
物
も
含

め
て
不
明
で
あ
る
。
切
に
ご
教
示
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
」
と
榊
原
氏
は
述
べ
て
お
ら
れ

る
。
こ
の
論
文
は
一
九
八
九
年
に
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
そ
の
後
す
で
に
解
明
さ
れ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
細
字
部
分
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
注
釈
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

こ
の
第
六
十
二
段
を
描
い
た
『
徒
然
草
図
』
も
ま
た
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
を
描
い
た
作
品
な
の
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で
あ
る
。
本
稿
の
第
一
節
で
触
れ
た
「
絵
巻
」
⑥
⑦
と
同
様
の
作
品
が
も
う
一
種
類
出
現
し
た

こ
と
に
な
る
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
改
め
て
感
じ
る
次
第
で
あ
る
。
し
か

も
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
、
こ
こ
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
住
吉
具
慶
筆
『
徒
然
草
図
』
二
点
は
、

ど
ち
ら
も
先
に
考
察
し
た
斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵
『
徒
然
草
図
』
の
図
柄
と
一
致
し
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
総
合
す
る
と
、
斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵
『
徒
然
草
図
』

と
一
致
す
る
着
色
図
が
三
枚
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
第
百
二
十
五
段
は
絵
の
み
、
第
百

五
段
は
絵
の
上
部
に
徒
然
草
の
本
文
が
付
き
、
第
六
十
二
段
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
本
文
と
注

釈
が
付
い
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
に
、
三
様
の
形
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

三
　
東
北
大
学
図
書
館
蔵
『
つ
れ
づ
れ
草
四
季
画
絵
巻
』
の
紹
介
と
考
察

本
稿
の
最
後
に
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
徒
然
草
絵
巻
下
絵
の
紹
介
と
考
察
を
行
い

た
い
。
こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
徒
然
草
研
究
の
中
で
、
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
わ
た
く
し
が
そ
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、『
国
書
総
目
録
』
に
「
津
礼

津
礼
草
四
季
画
・
一
軸
・
絵
画
・
土
佐
光
起
画
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
の
が
、
眼
に
と
ま
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
び
東
北
大
学
附
属
図
書
館
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
閲
覧
お
よ
び
撮
影
を
許

可
し
て
い
た
だ
き
、
詳
し
く
調
べ
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
作
品
の
写
真
版
を
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
描
か
れ
た
内
容
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

さ
て
、『
つ
れ
づ
れ
草
四
季
画
絵
巻
』（
以
下
『
四
季
画
絵
巻
』
と
略
称
）
は
、
土
佐
光
起

の
下
絵
を
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
模
写
し
た
紙
本
墨
画
で
、
十
三
紙
を
継
い
で
一
巻
と
し

て
い
る
。
一
紙
の
大
き
さ
は
、
縦
が
約
二
十
八
糎
、
横
が
約
三
十
九
糎
、
全
長
五
メ
ー
ト
ル
余

り
で
あ
る
。
詞
書
は
な
く
、
徒
然
草
第
百
三
十
七
段
だ
け
を
詳
し
く
描
い
て
い
る
の
が
特
徴
で

あ
る
。
巻
紙
の
最
初
の
部
分
に
、
書
写
者
に
よ
っ
て
、
お
お
よ
そ
以
下
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
絵
巻
は
、『
徒
然
草
絵
巻
物
一
軸
・
四
季
之
段

（
10
）

』
で
あ
る
こ
と
、
土
佐
光
起
が
延
宝

三
年
（
一
六
七
五
）
に
描
い
た
真
筆
下
絵
一
巻
が
伝
来
し
た
こ
と
を
、
土
佐
光
貞
が
寛
政
七
年

（
一
七
九
五
）
に
証
し
た
こ
と
。
巻
末
に
は
文
久
元
年
初
冬
に
、
こ
れ
を
模
写
し
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。
土
佐
光
貞
（
一
七
三
八
〜
一
八
〇
六
）
は
、
光
起
（
一
六
一
七
〜
一
六
九
一
）

の
四
代
後
の
子
孫
で
、
光
芳
の
二
男
。
別
に
一
家
を
開
い
た
。

『
四
季
画
絵
巻
』
の
絵
を
順
に
見
て
ゆ
き
な
が
ら
、
第
百
三
十
七
段
本
文
の
ど
の
箇
所
が
、

ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
考
察
し
た
い
。

第
一
紙
に
は
邸
の
門
と
塀
が
描
か
れ
、
門
の
傍
ら
に
は
柳
と
桜
ら
し
き
樹
木
が
見
え
る
。
柳

は
細
い
枝
が
幾
筋
も
垂
れ
下
が
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
芽
吹
い
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
第
二

紙
に
は
、
簀
子
縁
が
ぐ
る
り
と
廻
っ
た
建
物
の
一
部
が
描
か
れ
る
。
遣
戸
は
ほ
と
ん
ど
閉
ざ
さ

れ
て
い
る
が
、
一
部
分
だ
け
開
き
、
そ
こ
か
ら
脇
息
に
左
肘
を
付
い
た
男
性
ら
し
き
人
物
の
姿

が
わ
ず
か
に
見
え
る
。
庭
に
は
葉
が
茂
っ
た
樹
木
が
あ
る
。
以
上
の
場
面
は
、
第
百
三
十
七
段

本
文
に
当
て
嵌
め
る
と
、「
た
れ
こ
め
て
春
の
ゆ
く
へ
知
ら
ぬ
」
と
い
う
ご
く
短
い
表
現
を
具

体
的
に
描
い
た
と
思
わ
れ
る
。
特
に
門
傍
の
柳
を
芽
吹
い
て
い
な
い
状
態
で
描
き
、
建
物
前
の

樹
木
を
葉
が
茂
っ
た
状
態
で
描
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
の
は
、
早
春
か
ら
初
夏
へ
の
季
節
の

変
化
を
絵
画
化
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
も
遣
戸
を
ほ
と
ん
ど
閉
め
切
っ
て
脇
息
に
凭
れ

る
人
物
像
は
、
ま
さ
に
こ
の
徒
然
草
本
文
の
本
歌
と
な
っ
て
い
る
『
古
今
和
歌
集
』
春
下
・
藤

原
因
香
の
「
垂
れ
こ
め
て
春
の
ゆ
く
へ
も
知
ら
ぬ
ま
に
待
ち
し
桜
も
う
つ
ろ
ひ
に
け
り
」
の
歌

を
、
そ
の
詞
書
に
「
心
地
損
な
ひ
て
、
患
ひ
け
る
時
に
、
風
に
あ
た
ら
じ
と
て
、
下
ろ
し
込
め

て
の
み
侍
り
け
る
間
に
」
と
あ
る
表
現
も
含
め
て
絵
画
化
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

「
心
地
損
な
ひ
て
、
患
ひ
け
る
」
人
物
像
の
絵
画
化
は
、
維
摩
像
以
来
、
脇
息
が
付
き
物
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
部
分
を
絵
画
化
す
る
に
あ
た
っ
て
本
歌
の
詞
書
を
取
り
込
ん
で
描
い
た
の
は
、

徒
然
草
の
本
文
に
も
、「
歌
の
詞
書
に
も
、
花
見
に
ま
か
れ
り
け
る
に
、
早
く
散
り
過
ぎ
に
け

れ
ば
と
も
、
障
る
事
あ
り
て
ま
か
ら
で
な
ど
も
書
け
る
は
」
と
あ
る
書
き
方
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
兼
好
は
徒
然
草
の
中
で
和
歌
を
引
用
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
彼
が
歌

だ
け
で
な
く
詞
書
に
も
注
目
し
て
い
た
こ
と
は
第
百
三
十
八
段
な
ど
か
ら
も
窺
え
る
。
こ
の
絵

巻
の
描
き
方
も
そ
の
よ
う
な
兼
好
の
書
き
方
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

第
三
紙
か
ら
第
四
紙
に
は
、
一
転
し
て
山
里
の
庵
が
描
か
れ
、
縁
先
に
身
を
乗
り
出
す
よ
う

に
し
て
戸
外
を
眺
め
る
僧
形
の
人
物
を
描
く
。
こ
こ
で
も
や
は
り
脇
息
に
肘
を
付
い
て
い
る
。

こ
の
場
合
は
閑
居
姿
を
象
徴
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
彼
の
視
線
は
遠
く
の
山
々
の
間
か
ら
昇
る

月
に
注
が
れ
て
い
る
。
庵
の
前
に
は
細
く
水
が
流
れ
、
松
ら
し
き
樹
木
の
周
り
に
は
ご
つ
ご
つ

と
し
た
石
か
岩
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
場
面
は
本
文
の
「
深
き
山
の
杉
の
梢
に
見
え
た
る
、

木
の
間
の
影
…
…
身
に
沁
み
て
、
心
あ
ら
ん
友
も
が
な
と
、
都
恋
し
う
覚
ゆ
れ
」
の
あ
た
り
の

絵
画
化
で
あ
ろ
う
。

第
四
紙
か
ら
第
七
紙
に
か
け
て
は
、
本
文
で
「
片
田
舎
の
人
こ
そ
、
色
こ
く
、
よ
ろ
づ
は
も

て
興
ず
れ
。
花
の
も
と
に
は
ね
ぢ
よ
り
、
立
ち
寄
り
、
あ
か
ら
め
も
せ
ず
ま
も
り
て
、
酒
飲
み

連
歌
し
て
、
果
て
は
大
き
な
る
枝
、
心
な
く
折
り
取
り
ぬ
。
泉
に
は
手
足
さ
し
浸
し
て
、
雪
に

は
下
り
立
ち
て
跡
つ
け
な
ど
、
よ
ろ
づ
の
物
、
よ
そ
な
が
ら
見
る
こ
と
な
し
」
と
辛
辣
に
批
判

さ
れ
て
い
る
人
々
の
様
子
を
描
く
。
兼
好
の
苦
々
し
い
視
線
と
は
裏
腹
に
、
嬉
々
と
し
て
楽
し

げ
な
人
々
が
、
生
き
生
き
と
描
か
れ
て
い
る
。
特
に
満
開
の
桜
の
傍
ら
に
茣
蓙
の
よ
う
な
物
を

敷
い
て
、
酒
盛
り
を
す
る
人
々
、
連
歌
を
苦
吟
す
る
僧
、
酒
や
料
理
の
準
備
を
す
る
人
々
が
表

情
豊
か
で
、
こ
の
絵
巻
全
体
を
通
し
て
も
、
最
も
印
象
的
な
場
面
と
な
っ
て
い
る
。

第
八
紙
か
ら
最
後
の
第
十
三
紙
ま
で
は
、
第
百
三
十
七
段
で
「
さ
や
う
の
人
の
祭
り
見
し
さ
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ま
、
い
と
珍
ら
か
な
り
き
」
か
ら
「
簾
・
畳
も
取
り
払
ひ
、
目
の
前
に
さ
び
し
げ
に
な
り
ゆ
く

こ
そ
」
ま
で
を
、
本
文
の
表
現
に
沿
っ
て
詳
し
く
描
い
て
い
る
。
桟
敷
の
奥
に
建
っ
て
い
る
部

屋
で
酒
を
飲
ん
だ
り
双
六
で
遊
ん
で
い
た
人
々
が
、
葵
祭
の
行
列
が
来
た
こ
と
を
知
ら
さ
れ
て

桟
敷
に
移
動
す
る
さ
ま
が
、「
各
々
、
肝
潰
る
る
や
う
に
争
ひ
走
り
上
り
て
」
と
い
う
本
文
そ

の
ま
ま
に
、
描
か
れ
て
い
る
。
一
方
、
都
人
た
ち
は
、「
わ
り
な
く
見
ん
と
す
る
人
も
な
し
」

と
い
う
本
文
そ
の
ま
ま
に
、
行
列
に
背
を
向
け
て
坐
っ
た
り
し
て
い
る
。
第
九
紙
か
ら
第
十
一

紙
に
か
け
て
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
行
列
と
見
物
人
の
様
子
は
、
徒
然
草
の
本
文
に
は
何
も
具

体
的
に
書
か
れ
て
い
な
い
。け
れ
ど
も
こ
の
よ
う
に
詳
細
に
絵
画
化
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、

な
る
ほ
ど
人
々
が
先
を
争
っ
て
も
見
物
し
た
い
と
思
う
の
も
無
理
な
い
と
思
わ
せ
る
美
々
し
さ

で
あ
る
。

最
後
の
第
十
二
紙
と
第
十
三
紙
は
、
祭
見
物
を
終
え
て
帰
っ
て
行
く
人
々
と
、
桟
敷
を
解
体

し
て
後
片
付
け
す
る
人
々
を
描
く
が
、
末
尾
の
木
立
に
墨
が
ぼ
か
し
て
付
い
て
い
る
の
は
、
本

文
に
「
暮
る
る
ほ
ど
に
」
と
あ
る
の
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

以
上
が
こ
の
絵
巻
の
概
容
で
あ
る
。
徒
然
草
第
百
三
十
七
段
は
こ
の
あ
と
に
、
無
常
が
迫
っ

て
い
る
こ
と
へ
の
警
鐘
を
鳴
ら
す
本
文
が
続
く
が
、
そ
れ
は
描
い
て
い
な
い
。
け
れ
ど
も
そ
の

部
分
に
「
世
を
背
け
る
草
の
庵
に
は
、
閑
か
に
水
石
を
翫
び
て
、
こ
れ
を
余
所
に
聞
く
と
思
へ

る
は
、
い
と
は
か
な
し
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
第
四
紙
の
庵
の
前
に
、
水
が
流
れ
、

松
の
根
元
に
石
や
岩
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
第
百
三
十
七
段
末
尾
の
こ
の
表
現
を
絵
画
化
し

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
段
の
冒
頭
部
に
書
か
れ
て
い
た

「
心
あ
ら
ん
友
も
が
な
と
、
都
恋
し
う
覚
ゆ
れ
」
と
い
う
山
里
に
閑
居
す
る
好
ま
し
い
生
き
方

の
中
に
も
無
常
が
潜
む
こ
と
を
、
兼
好
自
身
が
、
こ
の
長
大
な
段
の
執
筆
を
通
し
て
自
覚
し
、

自
分
自
身
の
考
え
を
、
一
つ
の
段
の
中
で
相
対
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
ら
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
第
百
三
十
七
段
の
冒
頭
部
と
末
尾
を
照
応
さ
せ
て
解
釈
す
る
こ
と
は
、

こ
の
絵
巻
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
す
ぐ
れ
た
解
釈
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
『
四
季
画
絵
巻
』
は
、
あ
く
ま
で
も
下
絵
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
原

画
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
の
第
一
節
の
「
絵
巻
」
⑤
で
触
れ
た
作
品
が
、
こ
の
下
絵
の
原

画
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
「
絵
巻
」
⑤
の
全
体
は
未
見
で
あ
る
が
、
先
に
触
れ
た
よ
う
に
す

で
に
何
点
か
部
分
写
真
が
あ
る
。
そ
れ
ら
と
比
べ
る
限
り
、
そ
の
部
分
に
関
し
て
は
酷
似
し
て

い
る
。

松
原
茂
氏
の
「
鍬
形
恵
斎
と
徒
然
草
屏
風
」
に
、
徒
然
草
第
百
三
十
七
段
を
描
い
た
土
佐
光

起
筆
『
徒
然
草
絵
巻
』
の
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
「
お
よ
そ
五
つ
の
場
面
を
連

続
し
て
見
せ
る
」
と
あ
る
。
今
見
て
き
た
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
下
絵
模
写
は
、
大
き

く
見
て
三
場
面
（
花
月
を
心
で
眺
め
る
邸
と
庵
の
場
面
・
余
所
な
が
ら
見
る
事
の
な
い
人
々
の

場
面
・
葵
祭
の
場
面
）、
も
し
細
か
く
場
面
を
区
切
れ
ば
最
初
の
邸
・
庵
・
連
歌
か
ら
雪
の
庭

ま
で
・
葵
祭
の
桟
敷
・
行
列
・
祭
の
後
と
な
り
、
六
場
面
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
五
つ
の

場
面
と
い
う
区
切
り
方
に
ぴ
っ
た
り
と
は
一
致
し
な
い
の
が
や
や
不
審
で
あ
る
。
ま
た
、
注

（
２
）
に
掲
げ
た
仲
町
氏
の
論
文
に
も
、
本
絵
巻
の
原
画
と
思
わ
れ
る
土
佐
光
起
筆
『
徒
然
草

絵
巻
』
の
全
容
の
概
略
と
付
属
文
書
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
文
書
の
文
面
は
本
絵
巻
の
冒
頭
の

記
述
と
多
少
異
な
る
が
、
今
は
『
四
季
画
絵
巻
』
は
土
佐
光
起
の
原
画
の
下
絵
で
あ
る
と
明
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
両
者
の
全
長
も
ほ
ぼ
等
し
い
こ
と
な
ど
か
ら
、「
絵
巻
」
⑤
の
下
絵
模
写

が
ま
さ
に
本
作
品
で
あ
る
と
結
論
付
け
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に

最
後
に
、
本
研
究
を
通
し
て
わ
か
っ
た
こ
と
、
あ
る
い
は
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
簡
単
に
述

べ
た
い
。
本
稿
で
は
「
描
か
れ
た
徒
然
草
」
の
中
か
ら
主
と
し
て
、
絵
巻
・
屏
風
・
画
帖
と
色

紙
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
の
概
要
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
具
体
的
に
取
り
上
げ
た
作

品
は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
今
後
は
も
っ
と
こ
れ
ら
の
美
術
作
品
と
し
て
の
「
徒
然
絵
」
を
博
捜

す
る
必
要
を
痛
感
し
た
。
そ
の
第
一
歩
が
本
研
究
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
こ
の
研
究
に
よ
っ
て
、

い
く
つ
か
の
わ
た
く
し
な
り
の
糸
口
を
発
見
で
き
た
よ
う
に
も
思
う
。

一
つ
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
や
『
つ
れ
づ
れ
草
絵
抄
』
の
よ
う
な
注
釈
書
に
含
ま
れ
る
「
徒
然

絵
」
が
、
豪
華
で
立
派
な
徒
然
草
の
絵
巻
や
屏
風
の
図
柄
と
関
連
を
持
っ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
。

わ
た
く
し
自
身
は
、
本
研
究
以
前
に
、
個
別
に
そ
れ
ら
の
作
品
を
見
て
い
た
時
点
で
は
、
簡
便

で
一
般
向
け
の
、
版
本
の
徒
然
草
注
釈
書
の
世
界
と
、
大
名
の
調
度
に
さ
え
な
る
よ
う
な
贅
を

尽
く
し
た
絵
巻
な
ど
の
世
界
は
結
び
つ
か
な
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
両
者
は
密
接
な
関
係
が
あ
る

と
思
わ
れ
て
き
た
。

ま
た
、
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
住
吉
具
慶
の
『
徒
然
草
図
』
粉
本
を
調
査

で
き
た
こ
と
や
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
『
つ
れ
づ
れ
草
四
季
画
絵
巻
』
が
、
土
佐
光

起
筆
『
徒
然
草
絵
巻
』
と
し
て
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
、
写
真
版
も
一
部
公
表
さ
れ
て
い
る
作
品

の
下
絵
模
写
で
あ
る
の
が
わ
か
っ
た
こ
と
も
収
穫
だ
っ
た
。

そ
し
て
さ
ら
に
は
、
絵
画
化
さ
れ
た
徒
然
草
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
本
文
を

読
ん
で
い
た
だ
け
で
は
、
文
字
通
り
「
見
え
て
こ
な
か
っ
た
」
表
現
や
思
想
の
、
奥
深
い
背
後

の
広
が
り
、
あ
る
い
は
直
接
は
書
か
れ
て
い
な
い
兼
好
の
心
の
風
景
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思

わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。「
徒
然
絵
」（「
徒
然
草
絵
」）
の
研
究
を
す
る
こ
と
は
、
文
学
作
品
と

し
て
の
徒
然
草
の
内
面
に
、
新
た
な
光
を
投
げ
か
け
る
重
要
な
方
法
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
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注

（
１
）
拙
稿
「
徒
然
草
以
後
」（『
徒
然
草
の
変
貌
』
所
収
・
ぺ
り
か
ん
社
・
一
九
九
二
年
）

（
２
）
仲
町
啓
子
「
西
川
祐
信
研
究
（
１
）
西
川
祐
信
筆
絵
本
徒
然
草
と
十
七
、
八
世
紀
の
徒
然
草
絵
」

（『
実
践
女
子
大
学
美
學
美
術
史
學
』
三
号
・
一
九
八
八
年
）
な
ど
。

（
３
）
真
保
亨
「
徒
然
草
絵
巻
な
ど
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』
第
二
七
三
号
・
一
九
八
四
年
九
月
）。『
金
沢

文
庫
研
究
』
第
五
五
号
・
一
九
六
〇
年
四
月
に
も
、
納
富
常
夫
「
徒
然
草
絵
巻
解
説
―
―
出
陳
資
料

―
―
（
三
）」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
４
）「
鍬
形
恵
斎
と
徒
然
草
屏
風
」（『
徒
然
草
の
絵
巻
と
版
本
』
・
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
発
行
・
昭

和
六
十
一
年
十
月
）

（
５
）
徒
然
草
本
文
の
引
用
は
、
西
尾
実
・
安
良
岡
康
作
校
注
『
新
訂
徒
然
草
』（
岩
波
文
庫
）
に
よ
っ

た
。

（
６
）
こ
の
作
品
に
関
し
て
は
、
す
で
に
『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』（
三
八
七
号
）
で
、「「
徒
然
草
図
」
紙
本

着
色
　
二
八
・
六
×
一
九
・
三
㎝
　
列
品
番
号
六
七
『
考
古
画
譜
』（
巻
八
）
所
載
」
と
紹
介
し
、

白
黒
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
７
）
秋
山
虔
・
田
口
榮
一
監
修
『
豪
華
﹇
源
氏
絵
﹈
の
世
界
・
源
氏
物
語
』（
学
習
研
究
社
・
一
九
八

八
年
）
二
六
四
頁
参
照
。

（
８
）
真
保
亨
「
徒
然
草
絵
巻
な
ど
」（『
金
沢
文
庫
研
究
』
二
七
三
号
・
一
九
八
四
年
九
月
）

（
９
）
大
久
保
順
子
「『
徒
然
草
』
近
世
的
享
受
の
一
面

―
艸
田
斎
寸
木
子
三
径
『
つ
れ
づ
れ
草
絵
抄
』

序
説

―
」（
福
岡
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
『
文
藝
と
思
想
』
六
五
号
・
二
〇
〇
一
年
二
月
）
参
照
。

（
10
）
徒
然
草
で
「
四
季
の
段
」
と
い
う
と
、
第
十
九
段
「
折
節
の
移
り
変
は
る
こ
そ
」
を
思
い
浮
か
べ

る
の
が
普
通
で
あ
る
。
こ
の
作
品
が
第
百
三
十
七
段
を
「
四
季
の
段
」
と
呼
ぶ
の
は
、
珍
し
い
。
な

お
、
第
十
九
段
を
描
い
た
も
の
と
し
て
、『
住
吉
家
古
画
留
帳
』（
東
京
芸
術
大
学
図
書
館
蔵
）
に
は
、

土
佐
光
芳
筆
『
徒
然
草
図
』
に
、
第
十
九
段
の
秋
の
場
面
の
墨
書
略
図
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

雁
・
あ
ぜ
道
・
刈
り
穂
・
木
立
の
絵
、
上
部
に
徒
然
草
第
十
九
段
の
秋
の
部
分
の
本
文
の
最
初
と
最

後
を
書
き
、
中
間
は
省
略
し
て
い
る
。
こ
の
略
図
は
、
な
ぐ
さ
み
草
の
挿
絵
に
似
て
い
る
。
光
芳
筆

の
図
に
つ
い
て
は
、『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
三
八
七
号
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
図
柄
な
ど
に
つ
い
て

は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
に
略
述
し
た
。

付
記
　
本
研
究
は
、
平
成
十
六
年
度
放
送
大
学
特
別
研
究
費
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
本
研

究
に
際
し
て
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
よ
り
、
所
蔵
絵
巻
の
調
査
・
撮
影
、
及
び
本
稿
へ
の
写
真
掲
載

な
ど
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
ご
厚
情
を
賜
り
、
ま
た
同
図
書
館
の
佐
藤
初
美
氏
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
斎
宮
歴
史
博
物
館
の
『
館
蔵
資
料
目
録
』
を
お
示
し

い
た
だ
き
、
多
数
の
『
徒
然
草
図
』
の
存
在
を
知
る
き
っ
か
け
を
作
っ
て
下
さ
っ
た
放
送
大
学
三
重
学

習
セ
ン
タ
ー
所
長
作
野
史
朗
先
生
、『
徒
然
草
図
』
の
閲
覧
で
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
斎
宮
歴
史
博
物
館

の
榎
村
寛
之
氏
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
本
稿
に
お
け
る
論
考
に
は
十
分
に
活
か
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
米
沢
市
上
杉
博
物
館
阿
部
哲
人

氏
・
大
阪
市
立
美
術
館
朝
賀
浩
氏
よ
り
ご
教
示
賜
わ
り
ま
し
た
こ
と
、
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

（
平
成
十
六
年
十
一
月
四
日
受
理
）
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The Research of  Turezuregusa drawn for the Picture

Yuko SHIMAUCHI

ABSTRACT

This paper aims to illustrate how Turezuregusa (Essays in Idleness) was translated into pictures as well
as being widely read as a literary work. I should like to examine the process of its picturization, taking the
following three steps.

1 . I should like to call the pictorial representations of Essays in Idleness “Tsurezure E or
Tsurezuregusa E (Pictures in Idleness).” And I examine their styles and formats, the schools of each
painter, and the relationship between the literary text and these pictures.

2 . Then I should like to explore with some exemplary cases how influential the pictures attached to
Nagusamigusa, an annotation book for Essays in Idleness, were upon the “Pictures in Idleness.”

3 . A special focus will be given to “Tsurezuregusa Sikizu (The Pictures of Four Seasons in Essays in

Idleness),” a picture scroll located in Tohoku University Library, which takes its themes and
materials from one chapter in the Essays in Idleness. I will study in detail how the literary text was
transformed in pictures.

All this will enable us to understand the various aspects of the process in which Essays in Idleness was
picturized. The study of “Pictures in Idlness” will cast a new light upon the current interpretations of the
famous literary work. 


